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共施設の未来
高度経済成長期の昭和40年代からの人口増加に合わせ多くの公共施設が建設されました。
三芳町も例外ではなく、多くの公共施設が建設されましたが、現在、老朽化や建替えなどの

時期が重なり、大きな財政負担が今後予想されます。そこで町では公共施設マネジメント基本計画を
策定し、限られた中で健全な施設更新サイクルの実現のための方針や手法を示しています。

問い合わせ：政策推進室　内線４２２

建替え等による施設の更新は、施設の規模（延床面積等）が大きく費用に影響します。三芳町では、

小中学校、本庁舎、文化会館、総合体育館といった大規模施設がありますが、そのうち昭和50年代

までに小中学校が８校建設されています。これは人口急増と子ども世代の人口が多かったことから、約

15年の間に整備されてきました。短期間に大規模施設が集中して建てられたことは、同時期に更新時

期を迎えることになり、財政に深刻な危機をおよぼします。同規模で同じ数の施設を建設することが

厳しい状況の中、さらに人口の高齢化が進み、施設に対するニーズも変化することから、限られた財

政の中で施設の世代交代を果たし、適正な施設の配置を考えていかなければなりません。

公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題

　

高
度
経
済
成
長
期
に
全
国
で
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
が
進
み
、
公
共
施
設
が
一
斉
に
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
三
芳
町
で
も
昭
和
40

年
代
か
ら
の
人
口
増
加
に
合
わ
せ
、
多
く

の
公
共
施
設
が
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
建
替
え
や
耐
震
化
な
ど
の
更
新

時
期
が
重
な
り
、
財
政
負
担
が
集
中
し
、

財
政
が
追
い
つ
か
ず
に
更
新
が
果
た
せ
な

い
状
況
が
続
き
、
結
果
と
し
て
施
設
の
危

険
性
が
高
ま
る
こ
と
が
全
国
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
で
は
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
地
方
公
共
団

体
に
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

策
定
の
要
請
に
動
き
出
し
ま
し
た
が
、
町

で
は
先
行
し
て
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
計
画
」に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

更
新
を
取
り
巻
く
状
況

　

基
本
計
画
で
は
、
健
全
な
施
設
の
更
新

サ
イ
ク
ル
を
実
現
す
る
た
め
、
建
築
年
度

か
ら
更
新
時
期
を
予
想
。
現
在
と
同
様
の

規
模
に
全
て
の
施
設
を
更
新
し
た
場
合
の

今
後
40
年
間
の
費
用
を
試
算
し
ま
し
た
。

更
新
費
用
の
試
算
で
は
、
今
後
40
年
間
に

必
要
な
更
新
費
用
は
約
９
２
３
億
円
。
１

年
あ
た
り
に
必
要
な
費
用
は
約
23
億
円
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
町
の
過
去
５
年
間

に
お
け
る
道
路
や
公
共
施
設
等
の
資
本
形

成
に
係
る
経
費
の
平
均
年
額
は
約
15
億
円

更
新
の
基
本
方
針

　

す
べ
て
の
施
設
を
更
新
し
て
く
こ
と

は
、
今
後
の
財
政
状
況
を
予
測
し
た
う
え

で
も
厳
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

施
設
の
更
新
や
維
持
管
理
に
お
け
る
５
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

①
施
設
の
長
寿
命
化
②
学
校
施
設
の
地
域

拠
点
化
③
施
設
の
複
合
化
と
機
能
集
約
④

効
率
的
な
運
営
手
法
⑤
公
民
連
携
の
推
進

目
標
の
設
定

　

５
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
実
現
可
能

な
更
新
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
目
標
を
定
め
ま
し
た
（
右

ペ
ー
ジ
下
段
参
照
）。
①
新
規
施
設
を
建

設
し
な
い
原
則
②
施
設
総
量
の
縮
減
③
施

設
の
統
合
・
整
理
・
縮
小

公
共
施
設
の
方
向
性
の
考
え
方

　

目
標
を
達
成
し
、
健
全
な
更
新
サ
イ
ク

ル
を
実
現
す
る
た
め
に
、
長
期
的
な
視
点

に
よ
る
施
設
の
方
向
性
を
次
の
考
え
に
よ

り
整
理
し
ま
し
た
。

➊
長
寿
命
化
…
予
防
的
な
観
点
に
よ
る
計

画
的
な
修
繕
（
大
規
模
改
修
等
）
を
施
し
、

施
設
の
延
命
を
図
り
、
更
新
時
期
の
分
散

化
に
つ
な
げ
る
。
長
寿
命
化
を
図
る
施
設

は
、
改
修
時
期
等
を
盛
り
込
ん
だ
長
寿
命

で
そ
の
差
、
約
８
億
円
を
ど
う
埋
め
る
の

か
が
、
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

化
計
画
を
策
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
老
朽

化
診
断
を
実
施
。

➋
修
繕
対
応
…
更
新
時
期
の
近
い
施
設
や

施
設
規
模
の
小
さ
い
施
設
に
対
し
、
短
期

的
な
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
最
低
限
の
修

繕
を
施
し
な
が
ら
維
持
。

➌
地
域
拠
点
整
備
…
更
新
時
期
が
近
い
学

校
等
の
大
規
模
施
設
に
つ
い
て
、
様
々
な

分
野
の
周
辺
施
設
を
含
め
た
複
合
化
を
想

定
し
た
地
域
拠
点
と
し
て
検
討
し
、「
地

域
拠
点
整
備
計
画
」
を
策
定
。

➍
統
合
…
利
用
対
象
者
の
減
少
や
稼
働
率

の
低
下
な
ど
の
要
因
か
ら
、
同
じ
機
能
を

有
す
る
施
設
を
統
合
整
理
。

➎
廃
止
…
稼
働
状
況
や
競
合
す
る
状
況
な

ど
か
ら
、
施
設
の
廃
止
に
よ
り
配
置
の
適

正
化
を
図
る
。

財
源
確
保
対
策

　

計
画
を
実
行
す
る
に
は
、
財
源
確
保
が

重
要
で
す
。
そ
こ
で
そ
の
対
策
に
つ
い
て

手
法
を
研
究
し
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

■
大
規
模
施
設
更
新
の
手
法
…
民
間
資
金

の
活
用
を
図
り
、※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
手
法
で
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

■
財
産
の
売
却
・
賃
貸
…
施
設
の
複
合
化

や
統
合
の
推
進
に
よ
り
生
ま
れ
た
資
産
を

活
用
し
、更
新
費
用
の
確
保
に
つ
な
げ
る
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（P

rivate Finance Initiative

）
と
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
事
業
コ
ス
ト
の
削
減
、
よ
り
質
の
高

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
し
、
公
共
施
設
等
の
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
、

技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
新
し
い
手
法
で
す
。

【住民アンケートの傾向】平成 25 年 11 月に実施した「公共
施設のあり方に関するアンケート」。公共施設の修繕や更新
に必要な財源が不足することが予想される中で、施設数を減
らすことや行政サービスの縮小といった回答が多い。

施設にかかる費用を抑え安全に
維持するために必要だと思う手法は？

一つの施設に複数のサービスを集め、施設を集約する / 利用
率の低い施設を廃止する / 管理・運用方法を見直す、機能が
同じ施設を統合する / 老朽化した施設を廃止する / 地域住民
による施設管理を行う / 施設の長寿命化、規模の大きな施設
を小さくし、維持管理費の削減を図る等といった意見が多い
ことが分かりました。

上記グラフは「公共施設の整備・管理運営についての考え方」について
行った住民アンケートの結果。

公共施設の整備
管理運営についての考え方

施設数を減らす

他の行政サービスを縮小して施設を維持

町税などの増収により施設を維持

借金により施設を維持

無回答・その他

MIYOSHI11 MIYOSHI 10

47%
32%

13%

6% 2%

限られた財政で世代交代を行う必要性

三
芳
町
の
公
共
施
設
の
建
設
さ
れ
た
時
期
と

人
口
・
高
齢
化
率
の
推
移
（
実
績
と
予
想
）

更新実現に向けた目標
➊新規施設を建設しない原則…上下水道や道路等のインフラ整備を除き、施設の新規建設は原則行いません。ただし、時代のニー
ズへの対応等、新しい施設が必要な場合は、他の施設との複合施設による更新など、施設総量（総延床面積）を増やさないよう
に整備を考えます。
➋施設総量の縮減…全ての施設を同規模で更新していくことは財政状況を予測する中で非常に困難であると考えられます。健全な
更新サイクルを実現するためにも、施設の機能集約や複合化を進め、施設の総量を縮減させていく必要があります。（施設全体で
延床面積15％削減、敷地面積８％削減）
➌施設の統合・整理・縮小…施設に求められるニーズや稼働状況により、施設のあり方を再考し、施設の統合、機能整理、縮小
などにより適正な配置を実現します。
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小中学校（６校）
保健センター
ふれあいセンター
保育所

小中学校（２校）
児童館
藤久保公民館
農業センター

役場庁舎
図書館
竹間沢公民館
太陽の家

コピスみよし
総合体育館

消防本部
竹間沢第２学童

今後40年間の試算

８億円

23億円
15億円

１年あたりの施設
更新に必要な費用

過去５年間に
おける１年あた
りの平均経費

年間財源不足額


